
 

 

全国統一 5.27 全道総決起集会に 1000 人が集結！ 
 

連合北海道は５月２７日（火）、「労働者保護ルール改悪阻止！5.27 全道総決起集会」を  

開催し、東京会場とのインターネット中継も交え、その後、市内中心部をデモ行進した。 
 

 ５月２７日（火）１８：１０より、共済ホールで開催された「労働者保護ルール改悪阻止！集団的自衛権の

行使容認を許さない！５．２７全道総決起集会」には 1000 人近い組合員が結集。集会冒頭、 工藤会長

は「政府は、『産業競争力会議』などで『成長戦略』の名のもとに、『解雇の金銭解決制度の導入』や、 

『ホワイトカラー・イグゼンプションの導入』などの検討を加速させている。“強い日本をつくる”ために働く

者の権利が弱くなることがあってはならない。国会終盤にかけて、本キャンペーンの成果を問われる正念

場を迎える。本日の集会を成功させ、組織の力を最大限結集し、労働者 保護ルールの改悪及び集団

的自衛権の行使容認に断固反対しともに闘い抜こう」とあいさつした。 

 続いて民主党北海道 勝部幹事長より連帯挨拶をいただいた後、「労働者保護ルール改悪阻止に  

関する集会決議」と、「集団的自衛権行使容認についての緊急アピール」が満場一致で採択された。 

インターネットでリレー中継 

その後、インターネット中継で全国をつなぎ、東京会場と、愛知、島根、愛媛、北海道の４地方連合は、

リレー中継にも参加した。北海道会場は工藤会長から、“生涯派遣で低賃金“を増やしかねない労働者

派遣法改悪を断固阻止すると決意表明があり、団結ガンバローで締めくくった。 

 

  

 

 

 

 

 

 
   

集会後は、２グループを編成し、共済ホールから狸小路３丁目ま

で、「働く者を犠牲にする成長戦略は許さないぞ！」などとシュプレヒ

コールを上げて、デモ行進した。 
 

 

STOP THE 格差社会！  
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産別旗やのぼりなどの旗手も登壇 

 
団結ガンバロー！ 

 
強風の中、デモ行進 

 

 

 
日比谷会場からの連合 古賀会長 

全国総行動 ５．２７総決起集会（１８：３０集約） 

東京会場           ３，８０７人  

北海道会場            ９５２人 

47 都道府県 計     ２１，５２７人 

道内各地でもキャンペーン行動実施中！ 
  

道内各地においても、労働者保護ルール改悪阻止の街宣行

動や集会を開催した。 

５月２４日（土）は函館・岩見沢・釧路で集会を実施し、 

２６日（月）は宗谷地協、５月２７日（火）には檜山、上川、

留萌、胆振地協が集会を開催した。 
 

宗谷地協 村元会長 


